
旭川市立小中学校適正配置計画（素案）の説明会に参加しました  

１１月２８日（木）１８：３０から新町小の食堂で、市教委主催の標記説明会が開催

されました。保護者・地域の方など２０名ほどの方々が参加されていました。説明会で

は、市教委の適正配置担当課長から、資料をもとに次のような説明がありました。 

・新町小は、児童数が１００名を切り、計画の対象となっていること 

・直ちに統廃合ということではなく、保護者、地域と協議しながら進めていくこと 

・計画期間（Ｒ７～１１年度）に必ず統廃合をするということではないこと など 

参加者の方々からもたくさんの意見が出され、その中で、今後もていねいな協議が重

ねられることが確認されました。今後、それぞれの学校、地域の状況等を踏まえよりよ

いアイディアを見出すために、大人の考えだけではなく子どもの思いも大切にしなが

ら、協議を進めてほしいと願っています。（校長） 

  

 

   

 

 

 
 
 

校長 柴田 康徳  

１２月に入り、グラウンドに雪が積もり、放課後、野球やサッカーで遊ぶ子どもたちの

姿が見えず、さみしく感じています。野球にしてもサッカーにしても、少ない人数で遊ぶ

のですから、自分たちで上手にルールを工夫して遊んでいるのでしょう。楽しそうに遊ん

でいる姿を見ていてうれしく思います。 

子どもたちは、遊びや人とのかかわりの中で譲り合い、歩み寄ることを学んでいきま

す。例えば、遊びのルール作りでもめたとします。互いの主張がぶつかって、引くことが

できない状況です。自分の考えを主張できることはすばらしいことですが、それでは雰囲

気がだんだん悪くなっていきます。そういう場面では、じっくり考える過程を大切にし、

譲り合った方がけんかを続けるよりよいだろうと感じ、納得の上で、自分の主張を一部引

くことを覚える体験をしてほしいと思います。はじめは意見が平行線でも、お互いにそれ

ぞれの言い分を十分話し合っていると、歩み寄る一致点が見つかり、怒りの感情が収まっ

ていることがあります。このような体験を少しずつ重ねてほしいと思うのです。 

子どもは、家庭でのかかわりから近くの友達、学校、社会集団へと人間関係の輪を広げ

ていきます。かかわる人が増えるほど、意見の相違や自分の思いどおりに進まない現実に

直面します。そのようなとき、自分の主張を一部引き、相手も少し主張を引き、互いに納

得する一致点を見出すこと、よいアイディアを生み出す力が必要になります。 

はじめは、自分の要求を７０や８０のところでよしとすることができずに、もやもやす

ることもあるでしょう。しかし、互いに譲り合うことで事態が前に進んだり気持ちがしっ

くりきたり、また、歩み寄ることで充足感を味わったりする体験を通して、譲り合い、歩

み寄ることのよさを実感し、穏やかな人間関係を育くんでほしいと願っています。 
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               の行事予定 
 
２日（月） 児童会⑪ 
３日（火） 朝会 参観日（１・２・４年） １年生ＰＴＡレク 

「スキーリサイクルの日」  諸費引落日⑧ 
５日（木） Ｂ日課  参観日（３・５・６年） 
９日（月） クラブ⑤   
１０日（火） ＡＬＴ来校 
１７日（火） スクールカウンセラー来校 
２０日（金） 読み聞かせ 
２５日（水） 2学期終業式 全校清掃 給食無し４時間授業 
２６日（木） 冬季休業開始（～１／１４） 
 
１２月２９日（日）～１月３日（金）学校閉庁日 
 
 
 
１５日（水） ３学期始業式 給食無し４時間授業 
  
 

  
 

今年度は、体育館への入場に制限のない学習発表会

を実施することができました。ご多用の中、多くの皆様に

ご来場いただきまして誠にありがとうございました。 

どの学年も、授業の中で身に付けた技を生かし、みん

なで力を合わせてステージを作り上げていました。歌っ

て！踊って！演じて！演奏して！子どもたちの笑顔が輝き、

観客の皆様の表情もほころんでいたのが印象的でし

た。発表会の取組を通して、子どもたちが着実に成長し

ている姿をご覧いただけたのではないでしょうか。 

 

 

 

 生活安全課の警察職員の方をお招きし、 

たばこやアルコール、薬物が身体に及ぼす 

影響やその恐ろしさについて教えていただ 

きました。最近は、国内でも未成年の薬物 

使用が問題になっています。子どもたちが 

薬物等の誘惑から自分を守るために大切な 

学びの機会をこれからも継続していきます。 

 

 

保健体育委員会の企画で休み時間に食堂で「けんこう

祭り」を開催しました。握力測定や豆つかみ、長座体前

屈など、今の自分の身体のことを知るきっかけになるコ

ーナーがあり、全て委員会の子ども 

たちの運営です。参加したい子ども 

たちが列を作ると、委員会の子たち 

がてきぱきと説明し、体験をサポー 

トしていました。休み時間が終わる 

まで、大勢の子どもたちが集まり、 

祭りは大盛況でした。 

 

 

子どもたちが安心して自信をもって自由に生きられる

ようになってほしいという願いから、旭川市では３年生

を対象にＣＡＰプログラムを取り入れた授業を全小学校

で実施しています。 

新町小にもＣＡＰの皆様が来校し、 

寸劇を交えながら人権を守る術を分か 

りやすく教えていただきました。お話 

を聞いた子どもたちは、自分の意見を 

互いに交流しながら、困った時の対応 

方法や気持ちの伝え方を学ぶことがで 

きました。 

 

 
１２月３日（火）午後４時 玄関ホールにて 

新町小では、保護者の皆様のご協力を 

いただき、まだ使えそうな冬のスポーツ 

用品を有効利用する取組として、スキー 

リサイクルを実施しています。ぜひこの 

機会をご利用ください。 

１１/２２・２６・２９ けんこう祭り（児童会） 

１１/２７（水）ＣＡＰプログラム（３年） 

１１/１９（火）薬物乱用防止教室（５・６年） 

 

 人権擁護委員の方が来校し、５年生を対象に人権

について講話をいただきました。みんなに等しく人

権はあり、それを奪うことは誰にもできないことを

教えていただきました。最後に、 

「子ども人権相談カード」を一人 

一人に手渡しながら、困ったとき 

にいつでも相談できる場所がある 

ことを紹介していただきました。 

１１/８（金）人権のお話（５年） 

              
学校では、冬型の事故に巻き込まれない 

よう学級指導を随時行っておりますが、保護者の皆様
からもお子様にお声掛けいただきますようご協力をお
願いいたします。 
○冬道の安全 
★道路では車が来ていないか必ず確かめよう！ 
★歩道は、車道から離れた安全な場所を通ろう！ 
○雪が積もったら気を付けて 
★冬は、「路肩の雪山」、「軒下の落雪」等には 
十分注意しよう！ 

○暖かい服装で 
防寒のためもありますが、転倒した場合などのけが 

防止のためにも、手袋･帽子を着用するようご配慮願 
いします。 

 


